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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 　 芯 電 極 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 形 成 し た 圧 電 体 チ ュ ー ブ の 外 周 面 と
接 す る 検 査 用 電 極 手 段 記 圧 電 体 チ ュ ー ブ を 巻 き 取 る 巻 取 手 段 と 、 前 記 検 査 用 電 極 手
段 と 前 記 芯 電 極 に 接 続 さ れ た 電 圧 印 加 手 段 と か ら 成 る 欠 陥
検 出 装 置 。

欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 検 査 用 電 極 手 段 が 、 導 電 性 フ ッ 素 樹 脂 か ら 成 る 請 求 項 １ 記 載 の

欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 検 査 用 電 極 手 段 が 、 フ ッ 素 樹 脂 と カ ー ボ ン 粒 子 か ら 成 る 請 求 項 記 載 の

欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 検 査 用 電 極 手 段 が 、 導 電 性 液 体 か ら 成 る 請 求 項 １ 記 載 の

欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 検 査 用 電 極 手 段 が 、 導 電 性 水 か ら 成 る 請 求 項 記 載 の

欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 可 撓 性 圧 電 体 が 、 ゴ ム 系 樹 脂 と セ ラ ミ ッ ク 圧 電 体 粉 末 と か ら 成 る 請 求 項
１ 記 載 の 欠 陥 検 出 装 置 。
　 【 請 求 項 】 　 芯 電 極 に 接 続 さ れ た 直 流 電 圧 印 加 手 段 の 極 を ア ー ス 電 位 に 保 持 す る 請 求
項 １ 記 載 の 欠 陥 検 出 装 置 。

、 及 び 製 造 方 法

と 、 前
同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の

　 【 請 求 項 ２ 】 　 芯 電 極 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 形 成 し た 圧 電 体 チ ュ ー ブ と 、 前 記 圧
電 体 チ ュ ー ブ を 巻 き 取 る 巻 取 手 段 と 、 検 査 用 電 極 手 段 と 前 記 芯 電 極 に 接 続 さ れ た 電 圧 印 加
手 段 と か ら 成 り 、 前 記 圧 電 体 チ ュ ー ブ は 、 そ の 外 周 面 と 前 記 検 査 用 電 極 手 段 の 間 で 摩 擦 を
生 じ て 移 動 す る 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の
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可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の

６ ５ 同 軸 状 可 撓 性 圧 電
体 チ ュ ー ブ の
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ま た は ２ 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の

８
ま た は ２ 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の

　 【 請 求 項 ９ 】 　 芯 電 極 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 形 成 し た 圧 電 体 チ ュ ー ブ を 巻 取 手 段
に よ り 検 査 用 電 極 手 段 を 移 動 さ せ 、 電 圧 印 加 手 段 に よ り 前 記 検 査 用 電 極 手 段 と 前 記 芯 電 極
に 電 圧 を 印 加 し て 欠 陥 を 検 出 す る 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の 欠 陥 検 出 方 法 。
　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 請 求 項 ９ に 記 載 の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の 欠 陥 検 出 方 法 を 実 施
す る ス テ ッ プ と 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の 外 側 電 極 を 形 成 し て 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 ケ
ー ブ ル と し て 完 成 す る ス テ ッ プ と を 備 え た 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 ケ ー ブ ル の 製 造 方 法 。



【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 ケ ー ブ ル の 欠 陥 検 出 装 置 お よ び そ の 方 法 に 関 す る も の で あ る
。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 ケ ー ブ ル は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 芯 電 極 １ の 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電
体 ２ を 形 成 し た 圧 電 体 チ ュ ー ブ ３ の 外 表 面 に 外 側 電 極 ４ を 形 成 し 、 更 に 、 そ の 周 囲 に 保 護
被 覆 層 （ 図 示 し て い な い ） を 形 成 し て 構 成 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 可 撓 性 圧 電 体 ケ ー ブ ル は 、 以 下 の よ う に し て 分 極 さ れ て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 文 献 １ （ “ 圧 電 セ ラ ミ ッ ク 粉 末 と 合 成 ゴ ム と か ら 成 る 圧 電 複 合 材 料 、 粉 体 と 工 業 、 ２ ２
巻 、 １ 号 、 ５ ０ － ５ ６ 頁 、 １ ９ ９ ０ ） で は 、 芯 電 極 １ と 外 側 電 極 ４ の 間 に 高 電 圧 を 印 加 し
て 、 同 軸 状 可 撓 性 複 合 圧 電 体 ２ を 分 極 す る こ と が 示 さ れ て い る 。 こ の こ と は 、 Ｕ Ｓ Ｐ ４ 、
５ ６ ８ 、 ８ ５ １ に も 明 示 さ れ て い る 。 分 極 に よ り 、 セ ラ ミ ッ ク 粒 子 の 自 発 分 極 の 方 向 が 電
界 方 向 に 揃 う の で 、 同 軸 状 可 撓 性 複 合 圧 電 体 ２ に 圧 電 性 が 付 与 さ れ る 。 こ の 点 で 、 分 極 は
重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し 、 芯 電 極 １ と 外 側 電 極 ４ の 間 に 高 電 圧 ［ （ ５ ～ １ ０ ） kV/mm］ を 印 加 し た と き 、
同 軸 状 可 撓 性 複 合 圧 電 体 ２ 中 に 微 少 な ク ラ ッ ク や 空 隙 な ど の 欠 陥 が 存 在 す る 場 合 、 そ の 欠
陥 部 で 微 少 放 電 が 生 じ る 。 こ の 微 少 放 電 に よ り 、 芯 電 極 １ や 外 側 電 極 ４ を 構 成 す る 導 電 材
料 お よ び 可 撓 性 複 合 圧 電 体 ２ の 構 成 材 料 が 熱 的 に 蒸 発 、 飛 散 し て 、 芯 電 極 １ と 外 側 電 極 ４
間 が 短 絡 す る 。 そ の 結 果 、 芯 電 極 １ と 外 側 電 極 ４ 間 に 高 電 圧 を 印 加 で き な く な る の で 、 同
軸 状 可 撓 性 複 合 圧 電 体 ２ （ 通 常 、 数 百 ｍ 以 上 の 長 さ ） を 分 極 で き な く な る と い う 課 題 が あ
っ た 。 こ の た め 、 分 極 す る 前 に 欠 陥 の 存 在 位 置 を 特 定 す る こ と が 望 ま れ て い た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 芯 電 極 １ と 外 側 電 極 ４ の 間 に 高 電 圧 を 印 加 す る ま で 、 言 い 換 え る と 、 分 極 す る こ
と を 除 い て 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 ケ ー ブ ル と し て 完 成 す る ま で 欠 陥 の 存 在 を 検 出 で き な い の
で 、 製 造 が 不 安 定 に な る 、 歩 留 ま り が 低 下 す る と い う 課 題 も あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 芯 電 極 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 形 成 し た 圧
電 体 チ ュ ー ブ の 外 周 面 と 接 す る 検 査 用 電 極 手 段 記 圧 電 体 チ ュ ー ブ を 巻 き 取 る 巻 取 手
段 と 、 前 記 検 査 用 電 極 手 段 と 前 記 芯 電 極 に 接 続 さ れ た 電 圧 印 加 手 段 と か ら 成 る 欠 陥 検 出 装
置 を 提 供 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 の 外 周 面 が 検 査 用 電 極 手 段 と 接 触 し て い る の で
、 検 査 用 電 極 手 段 は 外 側 電 極 と し て 作 用 す る 。 従 っ て 、 検 査 用 電 極 手 段 と 芯 電 極 間 に 直 流
電 圧 印 加 手 段 に よ り 、 直 流 電 圧 を 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 印 加 で き る 。 検 査 用 電 極 手 段 に 接
触 し て い る 部 分 の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 （ 以 下 、 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 と い う ） に 欠 陥
が 存 在 す る 場 合 、 そ の 欠 陥 部 で 微 少 放 電 が 生 じ る 。 微 小 放 電 に 伴 い 、 放 電 電 流 が 流 れ た り
、 音 や 光 が 発 生 す る の で 、 欠 陥 の 存 在 を 容 易 に 検 出 で き る 。 従 っ て 、 欠 陥 が 被 検 査 同 軸 状
可 撓 性 圧 電 体 に 存 在 す る こ と を 特 定 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 欠 陥 検 出 装 置 で は 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 の 外 周 面 が 検 査 用 電 極 手 段 と 接 触 し て
い る の で 、 検 査 用 電 極 手 段 は 外 側 電 極 と し て 作 用 す る 。 従 っ て 、 検 査 用 電 極 手 段 と 芯 電 極
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間 に 直 流 電 圧 印 加 手 段 に よ り 、 直 流 電 圧 を 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 印 加 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 微 少 な 欠 陥 が 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 含 ま れ る と き 、 そ の 欠 陥 部 で 微 少 放 電 が 生 じ
る 。 微 小 放 電 に 伴 い 、 放 電 電 流 が 流 れ た り 、 音 や 光 が 発 生 す る の で 、 欠 陥 部 が 被 検 査 同 軸
状 可 撓 性 圧 電 体 に 存 在 す る 検 出 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 検 査 用 電 極 手 段 が 導 電 性 フ ッ 素 樹 脂 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 導 電 性 フ ッ 素 樹 脂 の 摩 擦
抵 抗 は 低 い の で 、 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 が 検 査 用 電 極 手 段 と 接 触 し て 移 動 す る と き 、
被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 滑 ら か に 巻 き 取 る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 検 査 用 電 極 手 段 が フ ッ 素 樹 脂 と カ ー ボ ン 粒 子 か ら 構 成 さ れ る 。 カ ー ボ ン 粒 子 は 導 電
性 を 有 す る と 共 に 低 摩 擦 性 で あ る の で 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 滑 ら か に 巻 き 取 る こ と が で
き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 検 査 用 電 極 手 段 が 導 電 性 液 体 か ら 構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体
の 外 周 面 と 導 電 性 液 体 の 密 着 性 に 優 れ る の み な ら ず 両 者 の 摩 擦 を 最 も 小 さ く で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 検 査 用 電 極 手 段 が 導 電 性 水 か ら 構 成 さ れ る 。 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 の 外 周 面 に 接 触 し
た 後 、 導 電 性 水 か ら 成 る 検 査 用 電 極 手 段 か ら 離 脱 し た 後 、 同 外 周 面 に 付 着 し て も 、 熱 的 に
容 易 に 蒸 発 す る の で 、 簡 単 に 除 去 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 可 撓 性 圧 電 体 が ゴ ム 系 樹 脂 と セ ラ ミ ッ ク 圧 電 体 粉 末 と か ら 構 成 さ れ る 。 ゴ ム 系 樹 脂
は 弾 性 に 富 む の で 、 可 撓 性 圧 電 体 が 検 査 用 電 極 手 段 と 密 着 し 易 い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 芯 電 極 に 接 続 さ れ た 直 流 電 圧 印 加 手 段 の 極 を ア ー ス 電 位 に 保 持 し て い る 。 従 っ て 、
芯 電 極 に 人 体 が 触 れ て も 感 電 す る こ と な く 安 全 性 を 保 つ こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、

、
圧 電 体 チ ュ ー ブ が 検 査 用 電 極 手 段 を 経 て 巻 取 手 段 に よ り 巻 き 取 ら れ て い る と き 、 圧 電 体 チ
ュ ー ブ の 芯 線 と 検 査 用 電 極 手 段 間 に 直 流 電 圧 を 印 加 す る 過 程 を 経 て 欠 陥 が 検 出 さ れ る 。 圧
電 体 チ ュ ー ブ は 連 続 的 に 巻 き 取 ら れ て い る 過 程 で 、 芯 線 と 検 査 用 電 極 手 段 間 に 直 流 電 圧 が
印 加 で き る の で 、 欠 陥 が 連 続 的 に 検 出 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 【 実 施 例 】
　 以 下 、 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 例 １ の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見
取 図 で あ る 。 芯 電 極 １ に 対 し て 同 軸 状 に 可 撓 性 圧 電 体 ２ を 形 成 し て 、 圧 電 体 チ ュ ー ブ ３ が
構 成 さ れ る 。 芯 電 極 １ と し て 、 コ イ ル 状 金 属 線 や 金 属 細 線 を 束 ね た 線 な ど が 用 い ら れ る 。
可 撓 性 圧 電 体 ２ と し て 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 ク ロ ロ プ レ ン 樹 脂 、 塩 素 化 ポ リ エ
チ レ ン 樹 脂 な ど の 高 分 子 母 材 に 、 チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 鉛 な ど の セ ラ ミ ッ ク 圧 電 体 粉 末 を 添
加 し た 複 合 圧 電 体 や Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ な ど の 高 分 子 圧 電 体 が 用 い ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 圧 電 体 チ ュ ー ブ ３ は 、 検 査 用 電 極 手 段 ５ を 経 て 、 回 転 ド ラ ム ６ か ら 成 る 巻 取 手 段 に 巻 付
け ら れ る 。 こ の と き 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 ２ の 外 周 面 は 検 査 用 電 極 手 段 ５ に 接 触 し て い る
。 検 査 用 電 極 手 段 ５ は リ ー ド 線 ７ を 介 し て 直 流 電 圧 発 生 手 段 ８ の 一 方 の 極 に 、 ま た 、 芯 電
極 １ は リ ー ド 線 ７ ‘ を 介 し て 直 流 電 圧 発 生 手 段 ８ の 他 の 極 に 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 な お
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芯 電 極 周 囲 に 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 を 形 成 し た 圧 電 体 チ ュ ー ブ を 巻 取 手
段 に よ り 検 査 用 電 極 手 段 を 移 動 さ せ 、 電 圧 印 加 手 段 に よ り 前 記 検 査 用 電 極 手 段 と 前 記 芯 電
極 に 電 圧 を 印 加 し て 欠 陥 を 検 出 す る 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 チ ュ ー ブ の 欠 陥 検 出 方 法 で あ り
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、 図 １ で は 、 回 転 ド ラ ム ６ に 巻 き 付 け ら れ た 圧 電 体 チ ュ ー ブ ３ は 、 黒 太 線 で 示 し て あ り 、
ま た 、 そ の 巻 付 け 方 向 を 矢 印 で 示 し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 検 査 用 電 極 手 段 ５ と 芯 電 極 １ 間 に 直 流 電 圧 印 加 手 段 ８ に よ り 、 直 流 電 圧 が 被 検 査 同 軸 状
可 撓 性 圧 電 体 に 印 加 さ れ る 。 こ の と き 、 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 欠 陥 が 存 在 す る 場 合
、 そ の 欠 陥 部 で 微 少 放 電 が 生 じ る 。 微 小 放 電 に 伴 い 、 放 電 電 流 が 流 れ た り 、 音 や 光 が 発 生
す る の で 、 欠 陥 の 存 在 を 容 易 に 検 出 で き る 。 従 っ て 、 欠 陥 が 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に
存 在 す る こ と を 特 定 で き る 。 ま た 、 圧 電 体 チ ュ ー ブ ３ が 検 査 用 電 極 手 段 ５ を 経 て 回 転 ド ラ
ム ６ に よ り 巻 き と ら れ て い る と き に 、 直 流 電 圧 を 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 印 加 で き る
の で 、 連 続 的 に 欠 陥 を 検 出 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 ２ の 外 周 面 は 検 査 用 電 極 手 段 ５ に 密 着 し て 接 触 な が ら 、 一 方 で は 回
転 ド ラ ム ６ に よ り 巻 き 取 ら れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 外 周 面 は 検 査 用 電 極 手 段 ５ と 摩 擦 し つ
つ 、 巻 き 取 ら れ る 方 向 に 移 動 す る の で 、 検 査 用 電 極 手 段 ５ と し て 、 摩 擦 抵 抗 の 小 さ な 導 電
性 フ ッ 素 樹 脂 で あ る こ と が 好 ま し い 。 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 ２ の 外 周 面 が 滑 ら か に 巻 き 取 ら
れ る こ と が で き る か ら で あ る 。 導 電 性 フ ッ 素 樹 脂 は 、 例 え ば 、 ４ フ ッ 化 エ チ レ ン に カ ー ボ
ン 粒 子 や 銀 粒 子 を 添 加 す る こ と に よ り 形 成 で き る が 、 カ ー ボ ン 粒 子 を 添 加 す る こ と が 好 ま
し い 。 カ ー ボ ン 粒 子 は 導 電 性 を 有 す る の み な ら ず 、 摩 擦 抵 抗 も 小 さ い か ら で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 検 査 用 電 極 手 段 ５ と し て 、 導 電 性 液 体 も ま た 好 ま し い 。 液 体 で あ る の で 、 同 軸 状
可 撓 性 圧 電 体 ２ の 外 周 面 は 検 査 用 電 極 手 段 ５ に 密 着 し 易 く 、 ま た 、 両 者 の 間 の 摩 擦 抵 抗 も
最 小 に で き る か ら で あ る 。 導 電 性 液 体 と し て 、 ガ リ ウ ム 、 イ ン ジ ウ ム な ど の 低 融 点 金 属 溶
液 あ る い は 水 道 水 の よ う な 導 電 性 水 が あ る 。 し か し 、 低 融 点 金 属 溶 液 は 同 軸 状 可 撓 性 圧 電
体 ２ の 外 周 面 に 付 着 し 易 く 、 い っ た ん 付 着 す る と 物 理 的 に 剥 離 す る 以 外 に 有 効 な 除 去 手 段
が 無 い 点 で 不 利 で あ る 。 他 方 、 導 電 性 水 は 、 た と え 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 ２ の 外 周 面 に 付 着
し て も 、 熱 的 に 容 易 に 蒸 発 す る の で 、 簡 単 に 除 去 で き る 点 で 優 れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 欠 陥 検 出 作 業 の 安 全 性 を 確 保 す る た め に 、 検 査 用 電 極 手 段 ５ を 直 流 電 圧 印 加 手 段 ８ の 正
極 ま た は 負 極 に 接 続 し 、 芯 電 極 １ を ア ー ス に 接 続 す る こ と が 望 ま し い 。 直 流 電 圧 部 は 検 査
用 電 極 手 段 ５ お よ び リ ー ド 線 ７ な ど に 限 定 さ れ る の で 、 こ れ ら の 部 分 の み を 外 界 か ら 分 離
す る こ と に よ り 、 人 体 が 直 流 電 圧 部 に 接 触 す る 可 能 性 を 容 易 に 低 減 で き る 。 他 方 、 芯 電 極
１ を 直 流 電 圧 印 加 手 段 １ ０ の 正 極 ま た は 負 極 に 接 続 し た 場 合 、 芯 電 極 １ が 高 電 圧 に 保 持 さ
れ る の で 、 欠 陥 検 出 装 置 全 体 に 直 流 電 圧 部 が 存 在 す る 。 従 っ て 、 人 体 が 高 電 圧 部 に 接 触 す
る 可 能 性 が 大 き く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見 取 図 で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 着 色 手 段 ９ が 検 査 用 電 極 手 段 ５ の 前 に 配 置 さ れ 、 ま た 、 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ が 検 査 用
電 極 手 段 ５ の 後 ろ に 配 置 さ れ て い る 。 欠 陥 部 で 発 生 す る 微 小 放 電 に 伴 う 放 電 電 流 ま た は 音
や 光 に よ り 、 欠 陥 が 検 出 さ れ た と き 、 第 １ 着 色 手 段 ９ と 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ を 動 作 さ せ て 、
被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 の 前 後 の 部 分 を 着 色 で き る 。 従 っ て 、 欠 陥 の 存 在 す る 部 分 を 視
覚 的 に 明 確 に 特 定 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見 取 図 で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 流 検 出 手 段 １ １ が 芯 電 極 １ と 直 流 電 圧 印 加 手 段 ８ 間 に 設 け ら れ 、 電 流 判 定 手 段 １ ２ が
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電 流 検 出 手 段 １ １ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 １ 着 色 手 段 ９ 、 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ お よ び 電 流 ス
イ ッ チ 手 段 １ ３ が 電 流 判 定 手 段 １ ２ に 接 続 さ れ る 。 第 １ 着 色 手 段 ９ 、 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ お
よ び 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ は 、 電 流 判 定 手 段 １ ２ の 電 流 判 定 信 号 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 、 オ
ン ・ オ フ す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 ２ 中 に 微 少 な 欠 陥 が 含 ま れ 、 そ の 部 分 が 検 査 用 電
極 手 段 ５ と 接 触 し て い る と き 、 欠 陥 部 で 微 少 な 放 電 生 じ る 。 こ の と き 、 放 電 電 流 が 、 芯 電
極 １ と 検 査 用 電 極 手 段 ５ と 間 に 流 れ る 。 欠 陥 が 含 ま れ て い な い 場 合 で も 僅 か な 定 常 電 流 は
、 常 時 、 流 れ る が 、 こ の 放 電 電 流 は 、 定 常 電 流 よ り も 一 桁 以 上 大 き い 。 従 っ て 、 電 流 値 に
よ っ て 、 欠 陥 に 起 因 す る 放 電 が 生 じ た か ど う か を 判 定 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 電 流 判 定 手 段 １ ２ は 、 電 流 検 出 手 段 １ １ に よ り 検 出 さ れ た 電 流 値 が 所 定 の 値 以 上 で あ る
か ど う か を 判 定 し て 、 例 え ば 、 所 定 値 以 上 の 場 合 に の み 、 一 定 の 電 流 判 定 信 号 を 出 力 す る
。 こ の よ う に 、 一 定 の 電 流 判 定 信 号 を 放 電 発 生 に 対 応 で き る 。 出 力 さ れ た 一 定 の 電 流 判 定
信 号 が 第 １ 着 色 手 段 ９ 、 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ お よ び 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ に 入 力 さ れ た と き
、 第 １ 着 色 手 段 ９ 、 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ お よ び ス イ ッ チ １ ３ を 、 そ れ ぞ れ 、 駆 動 す る 。 従 っ
て 、 放 電 が 発 生 し た と き 、 可 撓 性 圧 電 体 ２ の 表 面 を 第 １ 着 色 手 段 ９ と 第 ２ 着 色 手 段 １ ０ に
よ り 着 色 で き る と 共 に 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ を オ フ で き る 。 こ れ に よ り 、 欠 陥 の 存 在 す る
範 囲 を 自 動 的 に 特 定 で き る と 共 に 過 電 流 に よ る 直 流 電 圧 印 加 手 段 ８ の 破 損 も 自 動 的 に 防 止
で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ が オ フ に な っ て 以 後 に 、 第 １ 着 色 手 段 ９ に よ り 着 色 さ れ た
圧 電 体 チ ュ ー ブ 表 面 が 検 査 用 電 極 手 段 ５ を 離 脱 し た と き 、 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ を オ ン に
す る こ と に よ り 、 欠 陥 検 査 を 再 び 開 始 で き る 。 こ の と き 、 被 検 査 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体 に 欠
陥 が 存 在 し な け れ ば 、 電 流 判 定 手 段 １ ２ か ら の 一 定 の 電 流 判 定 信 号 は 出 力 さ れ な い の で 、
オ フ 状 態 に あ っ た 電 流 ス イ ッ チ 手 段 １ ３ を オ ン 状 態 に 復 帰 さ せ る こ と は 、 コ イ ル の 電 磁 力
の 利 用 に よ り 容 易 に で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 可 撓 性 圧 電 体 ２ と し て 、 前 述 し た よ う に 種 々 の 材 料 が 用 い ら れ る が 、 ゴ ム 系 樹 脂
に チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 鉛 な ど の セ ラ ミ ッ ク 圧 電 体 粉 末 を 添 加 し た 複 合 圧 電 体 が 優 れ て い る
。 ゴ ム 系 樹 脂 と し て 、 塩 素 化 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 や ク ロ ロ プ レ ン 樹 脂 が 用 い ら れ る 。 こ の 種
複 合 圧 電 体 は 、 弾 性 に 富 む の で 、 可 撓 性 圧 電 体 ２ が 検 査 用 電 極 手 段 ５ に 密 着 し 易 い か ら で
あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 検 査 用 電 極 手 段 に 接 触 す る 可 撓 性 圧 電 体 部 に 微 少
な 欠 陥 が 含 ま れ る 場 合 、 欠 陥 の 存 在 す る 範 囲 を 検 出 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 １ に お け る 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見 取 図
　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ に お け る 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見 取 図
　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ３ に お け る 欠 陥 検 出 装 置 の 構 成 を 示 す 外 観 見 取 図
　 【 図 ４ 】
　 従 来 の 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 素 子 の 構 成 を 示 す 外 観 斜 視 図
　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ 　 芯 電 極
　 ２ 　 同 軸 状 可 撓 性 圧 電 体
　 ３ 　 圧 電 体 チ ュ ー ブ
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　 ５ 　 検 査 用 電 極 手 段
　 ６ 　 回 転 ド ラ ム
　 ７ 　 リ ー ド 線
　 ７ ’ 　 リ ー ド 線
　 ８ 　 直 流 電 圧 印 加 手 段
　 ９ 　 第 １ 着 色 手 段
　 １ ０ 　 第 ２ 着 色 手 段
　 １ １ 　 電 流 検 出 手 段
　 １ ２ 　 電 流 判 定 手 段
　 １ ３ 　 電 流 ス イ ッ チ 手 段
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